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令
和
八
年 
鶴
岡
公
園
「
開
園
百
五
十
年 

令
和
八
年 

鶴
岡
公
園
「
開
園
百
五
十
年
」 

令
和
九
年 

荘
内
神
社
「
創
建
百
五
十
年
」 

荘
内
神
社 

宮
司 
石 

原 

純 

一  
荘
内
松
柏
会
の
皆

様
は
ご
存
じ
か
と
思

い
ま
す
が
、
荘
内
神
社

の
鎮
座
地
が
鶴
ヶ
岡

城
だ
っ
た
事
を
知
ら

な
い
市
民
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、 

 
 

 

過
去
か
ら
学
び
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

酒
井
家
の
居
城
「
鶴
ヶ
岡
城
」
は
、
残
念
な
が
ら
時

の
政
府
の
「
廃
城
令
」
に
よ
り
明
治
五
年
か
ら
八
年
に

か
け
て
本
丸
御
殿
・
御
角
櫓
・
大
手
門
等
全
て
の
建
築

物
が
解
体
さ
れ
、
土
塁
の
一
部
が
崩
さ
れ
御
濠
も
一
部

を
残
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
工
事
は
、
全
て
人

力
で
行
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
と
推
察
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
明
治
九
年
に
「
二
之
丸
址
」
が
鶴

岡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
本
年
が
開
園
百
五
十
年
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
本
丸
御
殿
址
」
は
一
年
遅
れ
て

明
治
十
年
、
荘
内
神
社
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。 

    

御
城
の
建
材
は
、
全
て
廃
棄
さ
れ
る
運
命
で
し
た
が
建

材
の
一
部
が
再
利
用
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

当
時
の
国
家
政
策
「
外
貨
獲
得
」
に
よ
り
、
当
地
で
は

西
郷
隆
盛
翁
の
進
言
で
、
輸
出
品
目
で
あ
る
「
絹
・
茶
」

を
始
め
る
事
と
な
り
、
赤
川
河
川
敷
で
の
実
証
試
験
の
後

に
城
内
か
ら
十
キ
ロ
以
上
離
れ
た
後
田
山
が
選
ば
れ
、
刀

か
ら
鍬
に
持
ち
換
え
た
武
士
た
ち
が
苦
労
の
末
に
開
墾

し
、
御
城
の
建
材
を
使
い
巨
大
な
「
蚕
室
」
を
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
近
郷
近
在
の
「
豪
農
・
豪
商
」
に
も
譲

渡
さ
れ
る
事
と
な
り
、
そ
の
中
で
「
大
手
門
」（
正
式
名
称

「
東
大
手
御
門
」）
の
建
材
は
、
大
山
の
「
丸
谷
醤
油
店
」

に
譲
渡
さ
れ
倉
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
醤
油

店
が
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃
業
さ
れ
て
解
体
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
た
時
、
建
築
士
の
鎌
田
氏
が
「
大
手
門
の
大
棟
木
」

と
し
て
発
見
さ
れ
貴
重
な
建
物
だ
と
し
て
移
築
を
決
断
。

「
鶴
岡
け
や
き
ホ
ー
ル
」
と
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
に
長

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
数
年
前
に
鎌
田
氏
が
逝
去
さ

れ
、
ホ
ー
ル
が
解
体
さ
れ
る
事
に
な
り
、
縁
あ
っ
て
荘
内

神
社
が
「
大
棟
木
」
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
、
鶴
岡
建

設
白
山
資
材
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

近
年
、
公
園
周
辺
の
道
路
工
事
に
よ
り
「
馬
出
遺
構
の

石
垣
」
が
発
掘
さ
れ
、
公
園
内
に
解
り
や
す
い
解
説
付
き 

    で
展
示
公
開
さ
れ
好
評
で
す
。 

          

建
造
さ
れ
て
か
ら
「
三
百
三
十
年
」
の
時
を
経
た
「
大

手
門
大
棟
木
」
は
、
城
下
町
に
相
応
し
い
今
後
の
活
用
を

静
か
に
待
っ
て
お
り
ま
す
。 

・
大
手
門
沿
革 

 

建
造 

元
禄
九
年(

一
六
九
六)  

姿 
 

梁
間
三
間
・
桁
行
七
間 

二
階
建
て 

・
大
棟
木
規
模 

 

梁
成 

一
尺
七
寸 

梁
巾 

一
尺
二
寸 

長
さ 

四
四
尺(

十
三
、
三
三
ｍ) 

３ 月 号 

第１０２６号 
 

残
雪
擁
村
落
。 

風
寒
田
畝
平
。 

止
筇
絳
水
上
。 

混
々
是
春
声
。 

。 

早 

春 

郊 

行 

残
雪
、
村
落
を
擁
す
。 

風
寒
く
し
て
田
畝
平
ら
か
な
り
。 

筇
き
ょ
う

を
止
む
、
絳
水
の
上

ほ
と
り

。 

混
々
是
れ
春
声
。 

 

松柏会初代会長 

酒井忠悌 

（1） 

 

鶴岡公園東側にある 

「馬出遺構の石垣」 
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本
会
園
芸
講
師 

江 

頭 

宏 

昌 
〈
経
緯
と
羽
柴
雄
輔
に
つ
い
て
〉 

令
和
七
年
五
月
、
知
人
か
ら
だ
だ
ち
ゃ
豆
に
関
す
る

古
い
記
事
を
見
つ
け
た
と
い
う
連
絡
を
受
け
た
。
読
ん

で
み
た
と
こ
ろ
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
歴
史
に
新
た
な
事
実

や
仮
説
が
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て

お
き
た
い
。
そ
れ
は
大
日
本
農
会
の
雑
誌
「
大
日
本
農
會

報
告
」
の
明
治
二
十
八
（
一
八
八
五
）
年
の
記
事
で
、
著

者
は
羽
柴
雄
輔
氏
で
あ
っ
た
。 

ち
な
み
に
大
日
本
農
会
は
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年

に
設
立
さ
れ
、
今
も
活
動
を
続
け
て
い
る
日
本
で
最
も

歴
史
の
長
い
全
国
的
な
農
業
団
体
で
あ
る
。
農
事
功
労

者
に
紫
白
綬
有
功
章
や
緑
白
綬
有
功
章
な
ど
を
授
与
し

て
い
る
団
体
と
い
え
ば
ご
存
じ
の
方
も
い
る
か
も
知
れ

な
い
。
大
日
本
農
会
が
明
治
二
十
四
年
に
創
刊
し
た
「
大

日
本
農
會
報
告
」
は
後
に
「
農
業
」
に
改
名
さ
れ
、
現
在

に
至
る
ま
で
百
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
品
種
、
肥
料
、

経
営
、
農
政
な
ど
に
関
す
る
種
々
の
情
報
を
発
信
し
て

き
た
。

 
 

一
方
、
著
者
の
羽
柴
雄
輔
氏
の
こ
と
は
、
恥
ず
か
し
な

が
ら
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
荘
内
日
報
社
の
「
郷
土
の
先

人
・
先
覚
９
９
」
に
よ
る
と
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
、

松
山
藩
（
現
、
酒
田
市
）
に
生
ま
れ
、
十
七
歳
で
戊
辰
戦

争
に
も
参
加
。
藩
校
里
仁
館
や
庄
内
各
地
の
小
学
校
の

教
師
を
務
め
た
。
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
以
降
、

東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
係
や
慶
應
義
塾
図
書
館
に
も 

 

勤
務
し
た
。
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
東
京
の
「
人

類
学
会
」
入
会
後
、
明
治
二
十
三
年
、
博
物
学
・
考
古
学

者
の
松
森
胤
保
を
会
長
に
迎
え
、「
奥
羽
人
類
学
会
」
を

設
立
。
歴
史
、
考
古
、
民
俗
、
人
類
学
に
関
す
る
論
文
や

著
述
を
数
多
く
残
し
た
。 

              
〈
羽
柴
氏
が
育
成
し
た
エ
ダ
マ
メ
品
種
〉 

そ
の
羽
柴
氏
が
大
日
本
農
會
報
の
明
治
二
十
八
（
一
八

九
五
）
年
八
月
号
（
第
一
六
七
号
）
の
五
十
ペ
ー
ジ
目
上

段
に
こ
ん
な
記
事
を
書
い
て
い
る
。 

「
枝
豆
用
大
豆
三
種 

（
甲
）
娘
盛
は
早
生
に
し
て
余
の

工
夫
に
て
新
種
を
造
り
出
せ
し
も
の
、（
乙
）
精
選
ダ
ダ
チ

ャ
豆
は
中
生
に
し
て
庄
内
名
産
の
ダ
ダ
チ
ャ
豆
よ
り
選
種

せ
し
も
の
、（
丙
）
砂
糖
袋
は
晩
生
に
し
て
余
の
工
夫
に
て

新
種
を
造
り
出
せ
し
も
の
な
り
、
右
三
種 
弊
家
の
特
有

品
に
し
て
美
味
を
有
し
利
益
あ
り
本
年
限
り 
甲
種
は
五

百
名
、
乙
種
は
一
千
名
、
丙
種
は
百
名
を
限
り
種
子
を
頒 

 

輿
せ
ん
と
す
、
望
み
の
諸
君
は
本
年
九
月
卅
日
迄
に
一
種

に
付
郵
券
四
銭
封
入
申
込
あ
れ
ば
廿
五
匁
以
上
発
送
す

べ
し
（
羽
前
國
西
田
川
郡
鶴
岡
町
字
高
畑
甲
二
十
七
番
地 

羽
柴
雄
輔
） 

〈
羽
柴
氏
の
記
事
に
対
す
る
３
つ
の
考
察
〉 

 

こ
の
文
章
か
ら
気
付
い
た
こ
と
が
三
つ
あ
る
。 

一
つ
は
、
ダ
ダ
チ
ャ
豆
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
由
来
に
つ
い

て
で
あ
る
。
「
松
柏
」
の
二
〇
〇
九
年
九
月
十
五
日
号
に

「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
由
来
考
」
を
寄
稿
し
、
か
つ
て
「
タ
タ

ガ
（
だ
だ
が
）
豆
」
と
い
わ
れ
た
豆
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ

の
名
前
が
生
ま
れ
た
の
は
、
酒
井
忠
篤
公
が
家
督
を
継
い

だ
明
治
十
四
年
か
ら
明
治
十
七
年
の
間
で
あ
る
と
書
い

た
。
そ
れ
は
小
真
木
の
五
十
嵐
（
後
に
太
田
に
改
名
）
孝

太
が
酒
井
忠
篤
公
に
枝
豆
を
献
上
し
た
の
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
「
タ
タ
ガ
豆
（
お
そ
ら
く
濁
点
を
付
け
て
だ
だ

が
豆
と
読
む
）」
と
い
う
愛
称
が
生
ま
れ
、
そ
の
「
タ
タ
ガ

豆
」
を
明
治
十
七
年
に
松
森
胤
保
氏
が
「
両
羽
博
物
図
譜
」

の
中
に
描
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

し
か
し
、「
タ
タ
ガ
豆
」
が
い
つ
「
ダ
ダ
チ
ャ
豆
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
ず
っ
と
謎
の
ま
ま
だ
っ

た
。
羽
柴
氏
の
記
述
か
ら
分
か
っ
た
の
は
、「
タ
タ
ガ
豆
」

と
い
う
名
前
が
生
ま
れ
て
わ
ず
か
十
年
あ
ま
り
の
間
に

「
ダ
ダ
チ
ャ
豆
」
と
い
う
名
前
が
定
着
し
、
庄
内
名
産
と

い
わ
し
め
る
ほ
ど
知
名
度
が
上
が
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。 二

つ
目
は
、
白
山
だ
だ
ち
ゃ
の
由
来
に
つ
い
て
で
あ
る
。

白
山
だ
だ
ち
ゃ
の
元
に
な
っ
た
の
は
、
白
山
の
森
屋
初
氏

が
創
選
し
た
藤
十
郎
だ
だ
ち
ゃ
で
、
そ
れ
は
明
治
四
十

（
一
九
〇
七
）
年
に
初
氏
が
寺
田
の
小
池
助
右
衛
門
家
か

ら
も
ら
っ
た
早
生
品
種
「
娘
茶
豆
」
か
ら
選
抜
し
た
も
の

（2） 

だ
だ
ち
ゃ
豆
の
由
来
・
再
考 

 
園
芸
誌
上
講
座 

 
 

 

 

羽
柴
雄
輔 

氏 

 

史
料
研
究
家
。
松
山
町
生
ま
れ
。
博
物
学
、
人
類
学
を
研
究
、

明
治
二
十
三
年
に
松
森
胤
保
を
会
長
に
奥
羽
人
類
学
会
を
組

織
、
東
北
で
も
屈
指
の
考
古
学
研
究
の
基
礎
を
確
立
し
た
。
松

山
藩
史
料
四
十
二
巻
を
編
集
、
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
を

「
東
京
人
類
学
会
雑
誌
」
な
ど
に
発
表
。
大
正
十
年
十
二
月
五

日
七
十
歳
で
死
去
。 

©荘内日報社 HP より 
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（3） 

 

本
会
郷
学
講
師 

東 

山 

昭 

子 

175 

蕗
の
た
う
ほ
ろ
ほ
ろ
に
が
き
香
さ
へ
し
て
さ
や
か
に
吾
れ
の
手
に
つ
ま
れ
け
り 

 

馬
場
あ
き
子 

作    (

馬
場
あ
き
子
全
集 

巻
一 

歌
集
「
早
笛
」
よ
り) 

毎
日
替
わ
り
の
よ
う
に
変
わ
る
寒
暖
の
差
に
、
体
調
管
理
も
大
変
な
冬
で
は
あ
っ
た
が
、
黒

川
能
王
祇
祭
も
終
わ
り
、
節
分
会
星
祭
り
も
過
ぎ
る
と
、
や
は
り
春
の
気
配
は
日
々
近
づ
い
て

く
る
。
雪
囲
い
の
中
で
バ
ン
ケ
が
鮮
や
か
な
姿
を
見
せ
て
き
た
。「
ほ
ろ
ほ
ろ
に
が
き
」
の
柔
ら

か
さ
に
惹
か
れ
て
掬
い
取
っ
た
歌
で
あ
る
。
日
本
海
側
で
は
、
ド
カ
雪
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
太

平
洋
側
は
長
期
に
わ
た
り
降
雨
が
な
く
河
川
は
渇
き
、
ダ
ム
が
枯
渇
し
湖
底
に
沈
ん
で
い
た
建

物
が
む
き
出
し
に
そ
の
ま
ま
を
見
せ
て
い
る
。
春
耕
も
田
植
え
も
心
配
な
地
元
農
家
の
声
も
伝

え
ら
れ
、
人
智
を
超
え
た
自
然
の
警
告
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

 

草
つ
み
て
餅
に
つ
く
夜
は
母
と
吾
れ
子
供
の
如
く
厨
に
動
く 

 

す
り
鉢
の
小
さ
き
を
い
ひ
い
ひ
母
が
つ
く
よ
も
ぎ
団
子
の
匂
ひ
ひ
ろ
が
る 

 

ひ
と
り
ふ
と
扇
を
取
れ
ば
脈
脈
と
通
ひ
来
る
も
の
よ
笛
の
旋
律
よ 

 

幅
せ
ま
き
野
川
あ
ふ
る
る
雪
解
水
の
び
る
蕗
の
た
う
し
ぶ
き
に
ぬ
る
る 

馬
場
あ
き
子
の
第
一
歌
集
「
早
笛
」
は
「
ま
ひ
る
野
叢
書
」
と
し
て
昭
和
三
十
年
四
月
に
刊

行
さ
れ
た
。「
早
笛
」
は
能
の
後
シ
テ
の
登
場
に
使
用
さ
れ
る
笛
の
旋
律
と
言
う
。
そ
の
花
や
か

な
若
々
し
い
意
思
が
厚
く
重
た
い
舞
の
床
に
ひ
び
き
わ
た
る
の
を
愛
し
、
今
も
な
お
、
あ
の
暗

い
能
舞
台
に
キ
ラ
キ
ラ
し
た
命
を
さ
ら
す
美
し
い
人
を
思
う
時
、
閉
ざ
さ
れ
た
命
の
開
放
に
新

し
い
勇
気
が
湧
く
と
語
り
、
そ
れ
は
同
時
に
い
ま
だ
変
革
し
え
な
い
我
が
命
の
か
た
は
し
を
そ

こ
に
み
つ
け
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
一
生
懸
命
な
自
分
、
正
し
い
も
の
が
何

な
の
か
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
幼
い
真
剣
な
自
分
の
瞳
を
さ
ら
に
強
く
若
々
し
く
一
直

線
に
伸
ば
し
、
正
直
な
自
分
で
あ
り
た
い
と
綴
っ
て
い
る
。
父
の
事
業
の
失
敗
で
貧
窮
の
ど
ん

底
に
居
た
。
昭
和
女
子
大
国
文
科
の
学
生
時
代
に
「
ま
ひ
る
野
」
に
入
会
し
、
教
職
に
就
き
、

同
人
の
岩
田
正
と
一
途
な
恋
を
実
ら
せ
反
戦
の
戦
い
に
身
を
投
じ
た
。
黒
川
能
と
出
会
い
多
く

の
文
人
と
庄
内
を
つ
な
ぎ
、
庄
内
の
本
質
的
な
良
さ
を
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
際
的
に
高
め
た

歌
人
馬
場
あ
き
子
の
，
終
生
変
わ
ら
る
こ
と
の
な
か
っ
た
命
の
讃
歌
が
作
品
化
さ
れ
て
い
る
。 

 

教
へ
子
も
吾
れ
も
ふ
た
た
び
た
た
か
は
ぬ
誓
ひ
新
た
に
旗
ひ
る
が
へ
す 

 

 

舞
ひ
た
し
と
ひ
た
に
思
へ
ど
師
に
報
ゆ
る
謝
礼
の
こ
と
も
心
に
痛
し 

 

人
恋
ふ
と
語
れ
ば
す
ぐ
に
親
捨
て
て
ゆ
く
ご
と
憂
ふ
母
の
瞳
よ 

 

少
年
の
明
る
さ
よ
君
ら
の
無
邪
気
さ
よ
乱
暴
も
放
埓
も
皆
許
し
た
し 

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
江
頭
の
空
想
で
あ
る

が
、
羽
柴
氏
が
明
治
二
十
八
年
に
頒
布
し
た
「
娘

盛
」
が
普
及
し
た
可
能
性
の
あ
る
時
代
と
ピ
ッ

タ
リ
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、「
娘
茶
豆
」
は
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
「
娘
盛
」
の
別
名
で
は
な
か
っ
た

か
。
「
む
す
め
も
り
」
は
や
や
発
音
し
に
く
い
。

茶
豆
の
娘
盛
と
い
う
意
味
で
、「
娘
茶
豆
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

た
だ
し
、
も
し
そ
れ
が
本
当
な
ら
羽
柴
氏
の

説
明
か
ら
す
る
と
現
在
の
白
山
は
、
明
治
時
代

に
ダ
ダ
チ
ャ
豆
と
い
わ
れ
て
い
た
品
種
と
は
異

な
る
系
譜
上
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
一

方
で
、「
娘
盛
」
が
「
娘
茶
豆
」
と
別
品
種
だ
と

す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に

「
白
山
」
は
明
治
時
代
の
ダ
ダ
チ
ャ
豆
に
直
接

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。 

三
つ
目
は
、
晩
生
の
「
砂
糖
袋
」
は
、
現
在

の
尾
浦
、
庄
内
五
号
な
ど
、
糖
度
の
高
い
晩
生

の
紫
花
品
種
の
元
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い

か
。 縷

々
、
勝
手
な
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
も
ち

ろ
ん
現
代
の
だ
だ
ち
ゃ
豆
品
種
群
は
羽
柴
氏
の

育
成
系
統
だ
け
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
。
有

名
、
無
名
の
多
く
の
エ
ダ
マ
メ
栽
培
者
が
黙
々

と
変
異
系
統
を
見
出
だ
し
、
多
様
な
だ
だ
ち
ゃ

豆
品
種
を
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
を
否
定
す
る

つ
も
り
は
一
切
な
い
。
し
か
し
松
森
胤
保
氏
と

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
羽
柴
雄
輔
と
い
う
気
骨

あ
る
人
物
が
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
初
期
の
歴
史
か

ら
す
っ
ぽ
り
抜
け
落
ち
て
い
た
こ
と
を
反
省

し
、
あ
え
て
こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。 

     

松柏種苗部が販売している「だだちゃ豆」の種子 

これらは松柏会の先人が作り出したものだが、羽柴氏が

創り出した品種の系譜上にあるのだろうか？ 

 

 

松柏枝豆の会の皆さんが毎年松柏会館で直売所を開

き、７月中旬～９月初旬まで、枝豆の直売を行っていま

す。お客さまには「美味しい」と好評を得ています。 
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休業日

営業時間：9:00～17:00

じゃがいも種 販売中！

春苗の予約受付中
※春苗はGW明けから販売します

7

日
㈯ 

９

日
㈪ 

10

日
㈫ 

15

日
㈰ 

17

日
㈫ 

20

日
㈮ 

21

日
㈯   

 

郷
学
研
修
会 

稲
酔
会
勉
強
会 

種
苗
部
取
締
役
会 

松
柏
誌
発
行 

第

26

回
通
常
総
会 

松
柏
誌
編
集
会
議 

無
尽
蔵
会 

２ 

月 

黒 

板 

 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
   

 

〒
九
九
七
〇
〇
三
六 

山
形
県
鶴
岡
市
家
中
新
町
一―

一
八 

編
集
発
起
人 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

荘
内
松
柏
会 

    
   

   
   

   
 

理
事
長 

五
十
嵐
大
介 

（4） 

種苗部だより 

 

 

選 

・ 

東 

山 

昭 

子 

 
 

 
         

 
 

         

鶴

岡

若

葉

町 

村 

越 

勝 

子  

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
ミ
ラ
ノ
五
輪
の
テ
ー
マ
と
ふ
今
一
番
に
必
要
な
も
の 

こ
の
地
球

ほ

し

に
戦
争
と
平
和
あ
る
中
を
五
輪
選
手
の
躍
動
う
つ
く
し 

三
月
は
春
を
迎
ふ
る
高
鳴
り
を
砕
き
し
東
日
本
大
震
災
あ
り
し 

国
境
の
な
き
大
空
を
目
指
し
ゆ
く
白
鳥
の
旅
立
ち
や
が
て
始
ま
る 

吹
く
風
に
か
す
か
な
春
の
匂
ひ
あ
り
足
取
り
少
し
軽
く
な
り
た
り 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
           

鶴
岡
市
大
淀
川 

佐 

藤 

文 

子 

風
雪
に
耐
へ
て
こ
れ
ま
で
百
幾
年
経
ち
た
る
我
が
家
の
梁
を
し
見
上
ぐ 

烏
瓜
の
蔓
絡
ま
り
し
カ
ル
ミ
ア
の
花
芽
は
確
と
枝
先
に
見
ゆ 

と
り
ど
り
の
花
色
魅
せ
て
咲
く
ビ
オ
ラ
積
雪
続
く
ハ
ウ
ス
の
中
を 

銀
盤
の
競
技
を
終
え
て
選
手
言
ふ
相
手
の
為
に
力
尽
く
す
と 

此
の
頃
は
略
語
生
ま
れ
て
早
や
飛
び
交
ひ
惑
ふ
ば
か
り
に
日
は
過
ぎ
て
ゆ
く 

 

令
和
８
年
度 

通
常
総
会
の
ご
報
告 

 
去
る
、
２
月

17

日
松
柏
会
館
に
お
い
て
第

26

回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
、
第
１
号
議
案
～
第
３
号
議
案
ま
で
、
全
議
案
可
決
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

第
１
号
議
案 

令
和
７
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書
に

つ
い
て 

 

 

第
２
号
議
案 
令
和
８
年
度
事
業
計
画(

案)

並
び
に
収
支
予
算

(

案)
に
つ
い
て 

 

第
３
号
議
案 

役
員
改
選
に
つ
い
て 

 
 

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
新
理
事
の
互
選
会
に
お
い
て
、
理
事
長
並

び
に
常
任
理
事
が
決
定
し
ま
し
た
。
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

新

役

員

 

理

事

長 

五
十
嵐 

大
介 

常
任
理
事 

大
滝 

慶
一 

常
任
理
事 

秋
田 

幸
司 

常
任
理
事 

長
谷
川 

長
吉 

常
任
理
事 

金
内 

秀
和 

常
任
理
事 

日
向 

常
浩 

常
任
理
事 

佐
藤 

 

謙 

理

事 

加
藤 

健
市 

理

事 

齋
藤 

 

久 

理

事 

佐
藤 

敬
一 

理

事 

石
垣 

忠
彦 

理

事 

齋
藤 

弘
之 

監

事 

青
澤 

慶
一 

監

事 

佐
藤 

 

純
（
新
） 

 
 

 

ご
苦
労
様
で
し
た
（
退
任
者
） 

前
理
事 

菅
原 
和
行 

前
理
事 

水
口 
憲
一 

前
監
事 

三
矢 

正
士 

今
後
は
、
会
員
と
し
て
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

当会では松柏誌や情報提
供をＬＩＮＥで行っておりま
す。会員の皆様は必ずご登
録をお願いいたします。 
ＱＲコードを読取り、トーク

画面で氏名・  
住所（集落名）  
を入力し送信  
してください。    

※氏名の送信がないと、どなたか

認識できない為お願いいたします  

異
常
気
象
に
よ
り
全
国
各
地
で
大

雪
の
被
害
や
渇
水
が
発
生
し
て
い
る

中
で
、
庄
内
地
方
は
寒
い
日
が
続
い

た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
災
害
も
な
く

春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
年
も
も
う
す
ぐ
枝
豆
の
播
種
作

業
の
時
期
が
来
ま
す
。
毎
年
多
く
の

方
か
ら
「
松
柏
の
枝
豆
は
美
味
し
い
」

と
言
わ
れ
、
贈
答
用
と
し
て
も
好
評

を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
生
産
者
と

種
苗
部
の
連
係
プ
レ
ー
、
研
究
努
力

の
結
果
と
思
い
、
深
く
敬
意
を
称
し

ま
す
。
昨
今
の
気
象
状
況
下
に
よ
り

採
種
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
が
、

松
柏
の
枝
豆
の
品
質
、
収
量
共
に
落

ち
な
い
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
さ
ら
に
枝
豆
は
鶴
岡
の

特
産
品
で
も
あ
る
の
で
、
品
質
の
良

い
も
の
を
提
供
で
き
る
よ
う
鶴
岡
全

体
で
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

（
日
向
） 


